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5年生での自然教室（四日市市少年自然の家）

この木何の木？

マイ竹箸づくりなど

◎ たくさんの
プログラム
がある

里山保全活動



▲ 活動内容が，担任の興味関心に大きく左右される

（例）

・野外活動が苦手な教員は，計画段階から消極的

・天気が悪いと室内活動やレクリエーション

・自然から学ぶというよりは，集団づくり重視

・その場での体験にとどまり，前後の学習が弱い

⇒丁寧な指導資料の提供（少年自然の家）

⇒野外活動の研修講座（教育委員会）



森林について考えるということは…

⇒教科の授業に位置づけ，安定
した指導を

・国土の環境について考える

・地球のこれからを考える

・ESDの視点で，学習内容と自分
や生活との繋がりを考える

・ ５年生に配付
・ ３学期の社会科

⇒理科と森林をつなぎ，誰もが
取り組みやすい学習は…



小学校の理科授業と，森林をつなぐのは…

校庭の樹木

市街地の学校
でもできる

学年に応じて
活用できる

学校生活や

経験と重ねて
理解しやすい 授業準備も

しやすい

変化を
観察できる

校庭でも教室
でも，シーンに
応じて学べる

子どもと自然
をつなぐ，最も
身近な教材



まずは樹木の名前を知る

・ 名前が分かれば調べられる

・ 打合せで，まずは教員が学ぶ

・ 「森のせんせい」による出前授業
（みえ森づくりサポートセンター）

最低限必要。
お任せでは
先へ繋がらない。



「名前の由来」「生活との関わり」「生存戦略」を調べる

イヌマキ

・名前に「イヌ」がつく
植物は…

サワラ

・柔らかいので家を
建てるには向かな
いが…

ケヤキ

・種が落ちるとき
には…



全校への紹介 木の名札づくり



「中央小 校庭の主な樹木ガイド」

・春夏版と秋冬版を
作成

・ＰＤＦファイルにして
児童タブレットへ

・タイムリーに授業
で活用



落葉樹と常緑樹 ケヤキ

クスノキ

クロマツ



たねのひみつ センダングサ

モミジ



広葉樹と針葉樹



スケッチも上手に



ま と め

・自然教室は，自然から学ぶ視点を大切に

・ESDの視点で，教科の学習をよりよいものに

・校庭の樹木は身近で魅力的な教材だ

・勤務校の樹木を教員自身が知ろう

⇒何を指導するのか，何に着目させたいのか
以前より敏感になった

⇒子どものスケッチの内容がよくなった
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